
和歌山大学図書館講演会（学内限定）

オープンアクセス・
学術情報流通の動向

研究成果のオープンアクセス化の進展は著しく、今後さらに進んでいくことが予想されます。
日本全体としての対応が必ずしも定まらない中で、各機関・個々の研究者はこの流れにどのように対応しうるでしょうか。

本講演では、オープンアクセスの背景、現状と直近で予想される動向について扱っていただきます。

2021年10月29日（金）　12：45-14：30
Teamsによるオンライン形式

12：45-12：50

12：50-13：50

佐藤 翔 氏（同志社大学免許資格課程センター准教授）
経歴：
筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程後期修了。
博士（図書館情報学）。

専門は知能情報学、図書館情報学、人文社会情報学。
2018年第15回情報知識学会論文賞
2020年第45回情報科学技術協会賞研究発表賞受賞。

13：50-14：10

14：10-14：25
西森 哲也（和歌山大学学術情報課整理係長）

－10月25日～31日はオープンアクセス・ウィークです－
主催：和歌山大学クロスカル教育機構学術情報センター図書館

講演 「オープンアクセス・学術情報流通の動向」

対象 本学教職員、学生 申込
事前申込不要。
当日開始時間になったら、学内メールで
送付している参加URLにアクセスしてください。

開会挨拶　和歌山大学理事（研究・産学連携）・副学長　惠下 隆

質疑応答

14：25-14：30 閉会挨拶　和歌山大学学術情報センター図書館長　遠藤 史

紹介「和歌山大学学術リポジトリについて」




